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ご
み
収
集
業
務
委
託
の
範
囲
を
拡
大
し
た

た
め
、
４
月
か
ら
ご
み
収
集
車
が
回
っ
て
い

く
時
間
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
早
く
な
っ
た
り
、

遅
く
な
っ
た
り
す
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
ご

み
を
出
し
て
い
た
だ
く
時
間
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
じ
、
収
集
日
の
朝
６
時
〜
８
時
で
す
。

な
お
、
収
集
時
間
は
当
日
の
ご
み
の
量
や

交
通
事
情
、
天
気
な
ど
に
よ
っ
て
も
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
環
境
業
務
課

☎(

８
６
３)

６
６
３
１

市
内
の
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
で
子
ど

も
た
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
お
手
伝
い
す

る
児
童
厚
生
員
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る

か
た
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
山
王
21

ビ
ル
の
生
涯
学
習
室
に
あ
る
募
集
要
項
を
ご

覧
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
面
接
試
験

は
４
月
16
日
(水)
に
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
保
育
士
資
格
か
教
員
免
許
が
あ

る
か
た

応
募
方
法
　
募
集
要
項
を
ご
覧
の
う
え
、
履

歴
書
、
資
格
証
明
書
の
写
し
を
、
４
月
14
日

(月)
ま
で
、
〒
０
１
０
―

０
９
５
１
秋
田
市
山

王
二
丁
目
１
―

53
秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
室
へ
、
郵
送
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
☎(

８
２
６)

９
０
４
８

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/ed/lf/

国
民
年
金
に
は
、
学
生
期
間
中
の
保
険
料

を
卒
業
後
に
納
付
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
申
請
し
て
承
認
を
受

け
た
期
間
の
保
険
料
は
10
年
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と(

追
納)

が
で
き
、
追
納

し
た
分
は
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

追
納
が
な
い
場
合
で
も
年
金
を
受
け
る
た
め

の
資
格
期
間
に
算
定
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者
　
大
学
、
大
学
院
、
短
大
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
各
種
学
校
に
１
年

以
上
在
学
す
る
学
生
・
生
徒
で
、
前
年
の

所
得
が
一
定
以
下
の
か
た

※
前
年
度
に
申
請
し
た
書
類
で
在
学
期
間
が

平
成
21
年
３
月
以
降
ま
で
と
な
っ
て
い

て
、
平
成
20
年
度
も
同
一
の
学
校
に
在
籍

し
て
い
る
場
合
は
、
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
申
請
書
類
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
窓

口
で
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

■
必
要
な
も
の
　
年
金
手
帳
、
４
月
１
日
以
降

に
取
得
し
た
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

■
申
請
期
間
　
平
成
19
年
４
月
〜
20
年
３
月

分
…
４
月
30
日
(水)
ま
で
　
平
成
20
年
４
月

〜
21
年
３
月
分
…
４
月
１
日
(火)
か
ら
来
年

４
月
30
日
(木)
ま
で

■
申
請
窓
口
　
国
保
年
金
課
、
土
崎
・
新
屋

支
所
、
ア
ル
ヴ
ェ
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
、
岩
見

三
内
・
大
正
寺
連
絡
所

●
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
☎(

８
６
６)

２
０
９
７

秋
田
社
会
保
険
事
務
所
☎(

８
６
５)

２
３
９
０

平
成
20
年
度
に
市
民
の
み
な
さ
ん
が
自
主

的
に
行
う
文
化
活
動
に
対
し
て
助
成
し
ま

す
。
今
年
度
か
ら
、
35
歳
未
満
の
若
年
層

(

ヤ
ン
グ
ク
リ
エ
ー
タ
ー)

に
よ
る
新
た
な
取

り
組
み
も
対
象
と
し
ま
す
。
個
人
・
団
体
は

問
い
ま
せ
ん
。
申
請
の
締
め
切
り
は
５
月
２

日
(金)
で
す
。
申
請
書
類
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
入
手
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/ed/cl/

■
対
象
　
芸
術
・
学
術
に
関
す
る
公
演
や
講

演
会
、
秋
田
市
に
関
す
る
研
究
成
果
の
刊
行

な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
文
化
振
興
室

☎(

８
６
６)

２
２
４
６

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-人口20.３.１現在

●人口／328,862人(－263)
●男／155,485人(－169)
●女／173,377人( －94)
２月分・出生 200人

・死亡 258人
・転入 488人
・転出 693人

（ ）内は前月比

●世帯／132,615世帯(－30)

秋
田
市
文
化
振
興
助
成
金

芸
術
・
学
術
な
ど
の
文

化
事
業
に
助
成
し
ま
す

４

採
用
は
５
月
１
日

児
童
厚
生
員
を
募
集

２

不動産のインターネット公売 市税の滞納により差し押さえた不動産(桜四丁目、土地261.03㎡、建物185.90㎡)
をヤフー「官公庁オークション」で４月10日(木)から公売します。ご参加ください。納税課☎(866)2058

一
部
地
域
で
ご
み
の
収
集

時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

１

国
民
年
金
の

学
生
納
付
特
例
制
度

３

４月10日(木)は「交通
事故死ゼロをめざす
日」。交通ルールやマナ
ーを守り、交通事故死
をなくしましょう。
シートベルトやチャ

イルドシートは正しく
着用しましょう。

春の交通安全運動
４月６日(日)～15日(火)



芸
術
・
学
術
・
文
芸
の
分
野
で
優
秀
な
作
品

を
発
表
す
る
な
ど
、
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た

か
た
に
、
文
化
選
奨
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

推
薦
の
締
め
切
り
は
５
月
２
日
(金)
。
推
薦
書

類
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/ed/cl/

■
対
象
　
秋
田
市
民
ま
た
は
秋
田
市
を
拠
点

と
し
て
活
動
し
て
い
る
個
人
・
団
体
が
、
平

成
19
年
４
月
か
ら
20
年
３
月
ま
で
に
創
作
、

発
表
、
刊
行
し
た
作
品

●
問
い
合
わ
せ
　
文
化
振
興
室

☎(

８
６
６)

２
２
４
６

「
ふ
れ
あ
い
福
祉
基
金
」
の
運
用
益
を
活

用
し
て
、
民
間
団
体
が
自
主
的
に
行
う
先
導

的
な
保
健
福
祉
活
動
に
補
助
し
ま
す
。
補
助

金
額
の
上
限
は
30
万
円
で
す
。
詳
し
く
は
、

福
祉
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
活
動
　
在
宅
福
祉
の
普
及
・

向
上
を
目
的
と
す
る
活
動
　
健
康
や
生
き
が

い
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
活
発
化
す
る
事
業
な
ど

●
申
し
込
み
　
４
月
30
日
(水)
ま
で
福
祉
総
務

課
地
域
福
祉
推
進
室
☎(

８
６
６)

２
０
９
０

民
間
団
体
な
ど
が
行
う

保
健
福
祉
活
動
に
助
成

６

文
化
選
奨
の
候
補
者
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

５

問い
合わせ

農業委員会事務局☎(866)2270

農業委員会では、平成20年度の
農作業を受託・委託する際の「農
作業標準受委託料」を下表のとお
り設定しました。
この料金は、通常の10㌃区画の

ほ場条件をもとに算定したもので
す。あくまでも目安ですので、料
金設定の際は、下表を参考に地域
の実情に合わせて決めてください。
労働時間は原則として１日８時

間で、「まかない」やその他の現物
支給は含まれず、委託者の補助的
な作業をしないものとします。

※50㌃区画以上の料金は、標準料金の90㌫とします。

河辺市民センター産業班☎(882)5161
雄和市民センター産業班☎(886)5550

緑の募金　４月10日(木)～５月31日(土) 緑豊かで美しいまちづくりのた
めに、ご協力をお願いします。秋田市緑化推進委員会☎(866)2445

農
作
業
の

標
準
受
委
託
料

広報あきた３月７日号12ページ「家庭でできる
漏水の確認方法」の内容に誤りがありました。正しく
は下記のとおりです。お詫びして訂正します。

検針時のお知らせ票で

使用水量の変動が大きいので
使用状況を連絡ください。

前
回
・
前
々
回
の
使
用
水

量
の
平
均
値
と
比
べ
て
変

動
が
大
き
い
場
合
は
、
通

信
欄
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲
▲

前
年
同
月
の
使
用
水
量
を
表

示
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
水

量
と
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●問い合わせ　上下水道局お客様センター☎(823)8431

3月7日号
の
訂正

家庭でできる漏水の確認方法

(財)自治総合センターから、宝くじの収益を
地域の自主防災組織の育成・強化に役立ててほ
しいと、飯島緑丘町会自主防災隊に30万円の助
成がありました。
飯島緑丘町会自主防災隊では、消火器や携帯

用拡声器、救急医療セットなどを配備。地域防
災能力の向上に大きく役立っています。

３
月
19
日
の
交
付
式
で

地域の
防災に

宝くじから
プレゼント

広報あきた 平成20年４月４日号15

▲


